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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　０．２～１．２重量％の大豆多糖類、
　０．１～０．５重量％のＨＭペクチン、
　０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロース、および
　カゼインタンパク質とホエイタンパク質とを含む乳タンパク質混合物
を含む酸性液状組成物を有効成分として含んでなる筋肉合成促進剤であって、
　ホエイタンパク質に対するカゼインタンパク質のタンパク質量比（カゼインタンパク質
／ホエイタンパク質）が２～２０である、筋肉合成促進剤。
【請求項２】
　ホエイタンパク質に対するカゼインタンパク質のタンパク質量比（カゼインタンパク質
／ホエイタンパク質）が２～１０である、請求項１に記載の筋肉合成促進剤。
【請求項３】
　酸性液状組成物が、０．５～５重量％のトレハロースをさらに含んでなる、請求項１ま
たは２に記載の筋肉合成促進剤。
【請求項４】
　酸性液状組成物のｐＨが３～６である、請求項１～３のいずれか１項に記載の筋肉合成
促進剤。
【請求項５】
　繊維状の不溶性セルロースが発酵セルロースである、請求項１～４のいずれか１項に記
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載の筋肉合成促進剤。
【請求項６】
　酸性液状組成物の１０℃での粘度が３～３０ｍＰａ・ｓである、請求項１～５のいずれ
か１項に記載の筋肉合成促進剤。
【請求項７】
　酸性液状組成物に含まれる乳タンパク質混合物が総タンパク質量で一食あたり０．０６
～０．７ｇ／ｋｇ体重となるように摂取される、請求項１～６のいずれか１項に記載の筋
肉合成促進剤。
【請求項８】
　一食あたりの単位包装形態からなり、該単位包装形態中に、乳タンパク質混合物を一食
摂取量として総タンパク質量で３～４０ｇ含む、請求項１～７のいずれか１項に記載の筋
肉合成促進剤。
【請求項９】
　運動する対象のための、請求項１～８のいずれか１項に記載の筋肉合成促進剤。
【請求項１０】
　運動が筋肉トレーニングである、請求項９に記載の筋肉合成促進剤。
【請求項１１】
　０．２～１．２重量％の大豆多糖類、
　０．１～０．５重量％のＨＭペクチン、
　０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロース、および
　カゼインタンパク質とホエイタンパク質とを含む乳タンパク質混合物
を含む酸性液状組成物を、筋肉合成促進を必要とする対象に摂取させることを含んでなる
、筋肉合成促進方法（ヒトに対する医療行為を除く）であって、ホエイタンパク質に対す
るカゼインタンパク質のタンパク質量比（カゼインタンパク質／ホエイタンパク質）が２
～２０である、筋肉合成促進方法。
【請求項１２】
　筋肉合成を促進するための食品または医薬品の製造のための、
　０．２～１．２重量％の大豆多糖類、
　０．１～０．５重量％のＨＭペクチン、
　０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロース、および
　カゼインタンパク質とホエイタンパク質とを含む乳タンパク質混合物
を含む酸性液状組成物を有効成分として含んでなる筋肉合成促進剤の使用であって、
　ホエイタンパク質に対するカゼインタンパク質のタンパク質量比（カゼインタンパク質
／ホエイタンパク質）が２～２０である、使用。
【請求項１３】
　０．２～１．２重量％の大豆多糖類、
　０．１～０．５重量％のＨＭペクチン、
　０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロース、および
　カゼインタンパク質とホエイタンパク質とを含む乳タンパク質混合物
を含む酸性液状組成物であって、
　ホエイタンパク質に対するカゼインタンパク質のタンパク質量比（カゼインタンパク質
／ホエイタンパク質）が２～２０である、
　筋肉合成を促進するための、酸性液状組成物。
【請求項１４】
　胃内での乳タンパク質のカード化を防ぐための、請求項１～１０のいずれか１項に記載
の筋肉合成促進剤。
【請求項１５】
　即効的な筋肉合成促進のための、請求項１～１０および１４のいずれか１項に記載の筋
肉合成促進剤。
【発明の詳細な説明】
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【関連出願の参照】
【０００１】
　本特許出願は、先に出願された日本国特許出願である特願２０１５－０１６０９３号（
出願日：２０１５年１月２９日）に基づく優先権の主張を伴うものであり、かかる先の特
許出願における全開示内容は、引用することにより本願発明の開示の一部とされる。
【技術分野】
【０００２】
　本発明は、筋肉合成促進剤に関する。
【背景技術】
【０００３】
　近年、健康増進や運動能力向上を目的として、筋肉合成の促進、筋肉喪失の予防、およ
び筋肉量の回復促進のために、タンパク質を主成分とする栄養補助剤（サプリメント）を
経口摂取して、運動する者（対象）は多い。このような栄養補助剤として、プロテイン粉
末があり、その主成分として、牛乳を原料とするホエイタンパク質（乳清タンパク質）お
よびカゼインタンパク質が知られている。
【０００４】
　ホエイタンパク質では、経口摂取から消化吸収までの速度（吸収速度）が速く（時間が
短く）、また、ＢＣＡＡ（分岐鎖アミノ酸：バリン、ロイシン、イソロイシン）が多く含
まれるため、筋肉疲労を防ぎながら、筋肉を効率良く増強できるといわれている。一方、
カゼインタンパク質では、ホエイタンパク質と比べて、ゆっくりと持続的に代謝されるた
め、経口摂取から消化吸収までの速度（吸収速度）が遅く（時間が長く）、即効的な筋肉
合成促進を必要とする対象には不向きであるといわれている（特許文献１：特表２００９
－５０７０４４号公報参照）。そのため、プロテイン粉末には、ホエイタンパク質が主に
用いられている。
【０００５】
　一方、カゼインタンパク質とホエイタンパク質が所定量で含有されている乳タンパク質
に対しても、筋肉合成促進効果が知られている。具体的には、運動後の乳タンパク質の摂
取は用量依存的に骨格筋合成を促進し、骨格筋分解を抑制することが知られている（非特
許文献１：日本体育学会第６４回大会予稿集、２０１３年、１６６頁参照）。さらに、非
特許文献１：日本体育学会第６４回大会予稿集、２０１３年、１６６頁によれば、運動直
後に摂取する食品として、通常の牛乳に比べて乳タンパク質強化乳飲料が運動負荷に伴う
カラダ作りにさらに効果的であることが示されている。
【０００６】
　すなわち、乳タンパク質を摂取して、筋肉合成を促進させるためには、高濃度の乳タン
パク質強化乳飲料を摂取する、あるいは通常の牛乳を多量に摂取することなど、総合的な
乳タンパク質の摂取量を高めることが有効である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特表２００９－５０７０４４号公報
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】日本体育学会第６４回大会予稿集、２０１３年、１６６頁
【０００９】
　高濃度の乳タンパク質強化乳飲料を摂取する、あるいは通常の牛乳を多量に摂取するこ
となど、総合的な乳タンパク質の摂取量を高めるためには、多量の乳タンパク質の摂取を
しなければならないという問題が発生する。このような多量の乳タンパク質の摂取は、時
に、エネルギーとして乳タンパク質を多量に摂取できない乳幼児や高齢者には、その摂取
自体が困難となり、さらに、摂取エネルギーの過多に伴う、肥満を始めとする生活習慣病
の発症の懸念もある。また、年齢を問わず、多量の乳タンパク質を摂取すること自体が負
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担となることも考えられる。特に運動直後は、筋肉合成を速やかに促進させる必要がある
のにも関わらず、運動によるホルモン分泌作用によって食欲が減退するため、多量の乳タ
ンパク質の摂取が負担となることが考えられる。
【発明の概要】
【００１０】
　このように、多量の乳タンパク質摂取を目的とした、非特許文献１：日本体育学会第６
４回大会予稿集、２０１３年、１６６頁のような乳タンパク質を含む中性液状組成物を有
効成分とする筋肉合成促進効果と同等、またはそれ以上の筋肉合成促進効果を奏する、必
ずしも多量の乳タンパク質の摂取を必要としない筋肉合成促進剤は、これまで知れられて
いない。そこで、このような効果を奏する、新たな筋肉合成促進剤を提供することが課題
であった。
【００１１】
　本発明者らは、前記課題を解決すべく鋭意研究を重ねた結果、０．２～１．２重量％の
大豆多糖類、０．１～０．５重量％のＨＭペクチン、０．０１～０．１重量％の繊維状の
不溶性セルロース、および特定のタンパク質量比のカゼインタンパク質とホエイタンパク
質とを含む乳タンパク質混合物を含む酸性液状組成物が、摂取しやすく、また多量の乳タ
ンパク質を摂取しなくとも、筋肉合成促進効果を奏するという現象を見出した。
【００１２】
　具体的には、本発明者らは今般、従来技術では、筋肉合成促進効果には、乳タンパク質
が用量依存的に寄与していると知られていながらも、０．２～１．２重量％の大豆多糖類
、０．１～０．５重量％のＨＭペクチン、０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セル
ロース、および特定のタンパク質量比のカゼインタンパク質とホエイタンパク質とを含む
乳タンパク質混合物を含む酸性液状組成物が、脱脂粉乳溶液、すなわち、多量の乳タンパ
ク質混合物のみからなる中性液状組成物を有効成分とする筋肉合成促進剤（例えば、非特
許文献１：日本体育学会第６４回大会予稿集、２０１３年、１６６頁参照）と比較して、
即効的な筋肉合成促進作用があるという現象を予想外にも見出した。また、０．２～１．
２重量％の大豆多糖類、０．１～０．５重量％のＨＭペクチン、０．０１～０．１重量％
の繊維状の不溶性セルロース、および特定のタンパク質量比のカゼインタンパク質とホエ
イタンパク質とを含む乳タンパク質混合物を含む酸性液状組成物は、乳タンパク質濃度が
低い酸性液状組成物であっても、多量の乳タンパク質混合物のみからなる中性液状組成物
を有効成分とする筋肉合成促進剤と比較して、同等の筋肉合成促進作用があるという現象
を予想外にも見出した。上記の現象は驚くべきものであった。本発明はかかる知見に基づ
くものである。
【００１３】
　すなわち、本発明は、次の通りとなる。
　［１］０．２～１．２重量％の大豆多糖類、０．１～０．５重量％のＨＭペクチン、０
．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロース、およびカゼインタンパク質とホエイ
タンパク質とを含む乳タンパク質混合物を含む酸性液状組成物を有効成分として含んでな
る筋肉合成促進剤であって、ホエイタンパク質に対するカゼインタンパク質のタンパク質
量比（カゼインタンパク質／ホエイタンパク質）が２～２０である、筋肉合成促進剤、
　［２］酸性液状組成物が、０．５～５重量％のトレハロースをさらに含んでなる、［１
］に記載の筋肉合成促進剤、
　［３］酸性液状組成物のｐＨが３～６である、［１］または［２］に記載の筋肉合成促
進剤、
　［４］繊維状の不溶性セルロースが発酵セルロースである、［１］～［３］のいずれか
１に記載の筋肉合成促進剤、
　［５］酸性液状組成物に含まれる乳タンパク質混合物が総タンパク質量で一食あたり０
．０６～０．７ｇ／ｋｇ体重となるように摂取される、［１］～［４］のいずれか１に記
載の筋肉合成促進剤、
　［６］一食あたりの単位包装形態からなり、該単位包装形態中に、乳タンパク質混合物
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を一食摂取量として総タンパク質量で３～４０ｇ含む、［１］～［５］のいずれか１に記
載の筋肉合成促進剤、
　［７］運動する対象のための、［１］～［６］のいずれか１に記載の筋肉合成促進剤、
　［８］運動が筋肉トレーニングである、［７］に記載の筋肉合成促進剤、
　［９］０．２～１．２重量％の大豆多糖類、０．１～０．５重量％のＨＭペクチン、０
．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロース、およびカゼインタンパク質とホエイ
タンパク質とを含む乳タンパク質混合物を含む酸性液状組成物を、筋肉合成促進を必要と
する対象に摂取させることを含んでなる、筋肉合成促進方法であって、ホエイタンパク質
に対するカゼインタンパク質のタンパク質量比（カゼインタンパク質／ホエイタンパク質
）が２～２０である、筋肉合成促進方法、
　［１０］０．２～１．２重量％の大豆多糖類、０．１～０．５重量％のＨＭペクチン、
０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロース、およびカゼインタンパク質とホエ
イタンパク質とを含む乳タンパク質混合物を含む酸性液状組成物を、筋肉合成促進を必要
とする対象に摂取させることを含んでなる、筋肉合成促進方法（ヒトに対する医療行為を
除く）であって、ホエイタンパク質に対するカゼインタンパク質のタンパク質量比（カゼ
インタンパク質／ホエイタンパク質）が２～２０である、筋肉合成促進方法、
　［１１］筋肉合成を促進するための、０．２～１．２重量％の大豆多糖類、０．１～０
．５重量％のＨＭペクチン、０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロース、およ
びカゼインタンパク質とホエイタンパク質とを含む乳タンパク質混合物を含む酸性液状組
成物を有効成分として含んでなる筋肉合成促進剤の使用であって、ホエイタンパク質に対
するカゼインタンパク質のタンパク質量比（カゼインタンパク質／ホエイタンパク質）が
２～２０である、使用、
　［１２］筋肉合成を促進するための食品または医薬品の製造のための、０．２～１．２
重量％の大豆多糖類、０．１～０．５重量％のＨＭペクチン、０．０１～０．１重量％の
繊維状の不溶性セルロース、およびカゼインタンパク質とホエイタンパク質とを含む乳タ
ンパク質混合物を含む酸性液状組成物を有効成分として含んでなる筋肉合成促進剤の使用
であって、ホエイタンパク質に対するカゼインタンパク質のタンパク質量比（カゼインタ
ンパク質／ホエイタンパク質）が２～２０である、使用、
　［１３］０．２～１．２重量％の大豆多糖類、０．１～０．５重量％のＨＭペクチン、
０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロース、およびカゼインタンパク質とホエ
イタンパク質とを含む乳タンパク質混合物を含む酸性液状組成物であって、ホエイタンパ
ク質に対するカゼインタンパク質のタンパク質量比（カゼインタンパク質／ホエイタンパ
ク質）が２～２０である、筋肉合成を促進するための、酸性液状組成物。
【００１４】
　本発明によれば、胃内での乳タンパク質のカード化を防ぎ、乳タンパク質の吸収を促進
させた上で、筋肉合成促進効果を高めることができ、乳タンパク質が同一濃度で含まれる
中性液状組成物を有効成分とする筋肉合成促進効果と同等、またはそれ以上の筋肉合成促
進効果を奏することができる。よって、本発明によれば、必ずしも多量の乳タンパク質の
摂取をしなくても、筋肉合成促進効果を奏することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の筋肉合成促進剤（乳タンパク質３．４重量％）と、脱脂粉乳溶液（乳タ
ンパク質３．４重量％）を経口投与した場合の、骨格筋合成速度（ＦＳＲ（％／ｄａｙ）
）の推移を示している。
【図２】本発明の筋肉合成促進剤（乳タンパク質３．４重量％）と、高用量脱脂粉乳溶液
（乳タンパク質６．８重量％）を経口投与した場合の、骨格筋合成速度（ＦＳＲ（％／ｄ
ａｙ））の推移を示している。
【発明の具体的説明】
【００１６】
　以下では、本発明を詳細に説明するが、本発明は、個々の形態には限定されない。
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【００１７】
　本発明の筋肉合成促進剤は、酸性液状組成物を有効成分として含んでなり、好ましくは
、酸性液状組成物を有効成分とする筋肉合成促進剤である。具体的には、本発明の筋肉合
成促進剤は、大豆多糖類、ＨＭペクチン、繊維状の不溶性セルロース、および特定のタン
パク質量比のカゼインタンパク質とホエイタンパク質とを含む乳タンパク質混合物を含む
酸性液状組成物を有効成分として含んでなる筋肉合成促進剤である。より具体的には、本
発明の筋肉合成促進剤は、０．２～１．２重量％の大豆多糖類、０．１～０．５重量％の
ＨＭペクチン、０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロース、およびカゼインタ
ンパク質とホエイタンパク質とを含む乳タンパク質混合物を含む酸性液状組成物を有効成
分として含んでなる筋肉合成促進剤であって、ホエイタンパク質に対するカゼインタンパ
ク質のタンパク質量比（カゼインタンパク質／ホエイタンパク質）が２～２０である筋肉
合成促進剤である。本発明の好ましい態様によれば、本発明の筋肉合成促進剤は、即効的
な筋肉合成促進を必要とする対象に使用されるものである。
【００１８】
　「有効成分」とは筋肉合成促進効果を奏する上で必要とされる成分のことを意味する。
一つの好ましい形態として、「有効成分」とは、即効的な筋肉合成促進を必要とする対象
のための筋肉合成促進効果を奏する上での必要とされる成分のことを意味する。
【００１９】
　「筋肉合成促進」とは、乳タンパク質を摂取し、栄養素として体内で吸収することによ
り、筋肉の合成を促進することを意味する。従って、本発明の筋肉合成促進剤は、そのこ
とにおよびそのことに起因する状態に用いられる。例えば、筋肉合成促進の目的には、筋
肉増量、筋肉成長助長、筋肉組織修復、筋肉増強、筋力向上、筋肉合成促進に伴う健康増
進効果および運動能力向上が挙げられ、好ましくは、筋肉組織修復、筋力向上、筋肉合成
促進に伴う健康増進効果および運動能力向上である。筋肉合成促進には、アミノ酸からの
筋肉タンパク質の同化も包含される。「即効的な筋肉合成促進」とは、乳タンパク質の即
時吸収に伴う筋肉の合成を促進することを意味する。
【００２０】
　「筋肉合成促進を必要とする対象」とは、筋肉組織を修復し、筋肉成長を助長するため
に、筋肉タンパク質の合成を促進する必要がある対象を意味し、例えば、健康増進や運動
能力向上を目的として、筋肉合成の促進、筋肉喪失の予防、および筋肉量の回復促進のた
めに、運動する対象を意味する。ここで、筋力に一定の負荷をかけることにより、筋肉の
合成が促進される点で、運動は、好ましくは、筋力トレーニング（レジスタンス運動）で
あり、より好ましくは、長期的な筋力トレーニング、例えば、連続して３０分間～５時間
を、１週間のうち１日～７日の頻度で継続される筋力トレーニングである。筋力トレーニ
ングには、例えば、ダンベル運動、スクワット運動、マシントレーニングが挙げられる。
【００２１】
　本発明の筋肉合成促進を必要とする対象には、例えば、スポーツ選手、スポーツ愛好者
（アスリート）、生活習慣病の改善のために運動を必要とする者、高齢者などの健康増進
のために運動を必要とする者、または筋肉合成促進を必要とする疾患、例えば筋肉損傷疾
患（例えば、サルコペニア）を患い、運動により筋肉合成の促進を必要とする患者が挙げ
られる。また、この対象は、ヒト以外の動物（馬、牛などの家畜、犬、猫などの愛玩動物
、動物園などで飼育されている鑑賞動物など）であってもよい。
【００２２】
　本発明の筋肉合成促進剤を筋肉合成促進を必要とする対象に摂取させる（投与する）時
期は、運動前であっても運動後であっても運動中であってもよい。ここで、この摂取させ
る時期は、好ましくは、運動後であり、より好ましくは、運動直後である。そして、運動
により生じる骨格筋分解（異化）を抑制し、かつ、アミノ酸からタンパク質への同化を促
進できる点で、この摂取させる時期は、好ましくは、運動直後のうち、運動終了後から３
時間以内であり、より好ましくは、運動終了後から２時間以内であり、さらに好ましくは
、運動終了後から１時間以内であり、特に好ましくは、運動終了後から３０分以内である
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（Levenhagen et al. Am J physiol Endocrinol Metab (2001), 280, E982-E993参照）。
【００２３】
　筋肉合成促進効果において、乳タンパク質が同一濃度で含まれる中性液状組成物と同等
の筋肉合成促進効果とは、乳タンパク質が同一濃度で含まれる中性液状組成物（例えば、
牛乳、脱脂乳、濃縮乳、脱脂濃縮乳など）を経口摂取（投与）した場合にみられる、タン
パク質の吸収の速度と同レベルの速度、およびその吸収に伴う筋肉合成促進作用と同レベ
ルの効果を意味する。また、筋肉合成促進効果において、乳タンパク質が同一濃度で含ま
れる中性液状組成物と同等の即効的な筋肉合成促進効果作用とは、乳タンパク質が同一濃
度で含まれる中性液状組成物（例えば、牛乳、脱脂乳、濃縮乳、脱脂濃縮乳など）を経口
摂取（投与）した場合にみられる、タンパク質の吸収の速度と同レベルの速度、およびそ
の吸収に伴う筋肉合成促進作用と同レベルの効果を意味する。ここで、筋肉合成促進効果
は、例えば、ラットの水泳試験後に、試験物質を投与してから１時間以内において、試験
群の上肢三頭筋合成速度（ＦＳＲ）を測定することによって確認することができる。すな
わち、即効的な筋肉合成促進作用があるといわれている乳タンパク質が同じ濃度で含まれ
る中性液状組成物を経口摂取した対照群のＦＳＲに比べて、試験群のＦＳＲが同程度や同
程度以上の場合には、筋肉合成促進作用として有意であると判断できる。この場合、即効
的な筋肉合成促進効果は、好ましくは本発明の筋肉合成促進剤を摂取してから短時間での
筋肉を合成する速度、より好ましくは、摂取後３０分から３時間以内、さらに好ましくは
摂取後３０分から２時間以内、さらに好ましくは摂取後３０分から１時間以内、特に好ま
しくは摂取後から３０分での筋肉を合成する速度を測定することによって確認することが
できる。
【００２４】
　「タンパク質量」とは、乳タンパク質、ホエイタンパク質またはカゼインタンパク質の
各種のタンパク質に含まれるアミノ酸の高分子としてのタンパク質の量を意味する。「タ
ンパク質量比」とは、乳タンパク質、ホエイタンパク質またはカゼインタンパク質の各種
のタンパク質に含まれるアミノ酸の高分子としてのタンパク質の量の比率を意味する。こ
こで、タンパク質量は、例えば、食品成分表などの公知の情報に基づいて算出してもよく
、また、ケルダール法やローリー法などの慣用の方法によって測定して算出してもよい。
実際に、ケルダール法の場合には、各種のタンパク質に含まれる窒素を測定し、その値に
、窒素－タンパク質換算係数（通常　６．２５）を乗じて算出することができる。
【００２５】
　本発明で用いられる酸性液状組成物とは、０．２～１．２重量％の大豆多糖類、０．１
～０．５重量％のＨＭペクチン、０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロース、
および特定のタンパク質量比のカゼインタンパク質とホエイタンパク質とを含む乳タンパ
ク質混合物を含み、酸性化した液状組成物をいう。本発明で用いられる酸性液状組成物は
、完全な液状でなくともよく、一部に固形状および／またはゲル状のものが含まれている
ものであってもよい。
【００２６】
　本発明で用いられる酸性液状組成物に含有される乳タンパク質混合物は、ホエイタンパ
ク質とカゼインタンパク質とを特定のタンパク質量比で含んでいれば特に限定されず、別
々に分離や精製されたホエイタンパク質とカゼインタンパク質とを特定のタンパク質量比
になるように混合して調製してもよいし、あるいは、別々に分離や精製されていないホエ
イタンパク質とカゼインタンパク質とを既に特定のタンパク質量比で含んでいる原料（素
材）や食品などを混合して調製してもよい。このとき、本発明で用いられる乳タンパク質
混合物では、ホエイタンパク質やカゼインタンパク質の分離工程や精製工程を必要とせず
、それらの製造費が安価である点で、ホエイタンパク質とカゼインタンパク質とを既に特
定のタンパク質量比で含んでいる原料や食品などを主要な成分とし、必要に応じて、別々
に精製されたホエイタンパク質やカゼインタンパク質とを特定のタンパク質量比になるよ
うに混合して調製することが好ましい。
【００２７】
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　カゼインタンパク質と別々に分離や精製されたホエイタンパク質には、例えば、ホエイ
の原液（甘性ホエイ、酸ホエイなど）、その濃縮物、その乾燥物（ホエイ粉など）、その
凍結物、その加水分解物など、および、これらの還元溶液などを用いることができる。さ
らに、脱塩ホエイ、ホエイタンパク質濃縮物（ＷＰＣ）、ホエイタンパク質精製物（ＷＰ
Ｉ）、α－ラクトアルブミン（α－Ｌａ）、β－ラクトグロブリン（β－Ｌｇ）、免疫グ
ロブリン、ラクトフェリンなど、および、これらの還元溶液を用いることができる。そし
て、ホエイタンパク質と別々に分離や精製されたカゼインタンパク質には、例えば、カゼ
インの分離物（フレッシュチーズなどのナチュラルチーズ、ナトリウムカゼイネート、カ
ルシウムカゼイネートなど）、その濃縮物、その乾燥物、その凍結物、その加水分解物な
ど、および、これらの還元溶液などを用いることができる。さらに、α－カゼイン、β－
カゼイン、ｋ－カゼインなどの精製物、および、これらの還元溶液を用いることができる
。また、ホエイタンパク質とカゼインタンパク質とを既に特定のタンパク質量比で含んで
いる原料や食品には、例えば、生乳、殺菌乳（牛乳など）、脱脂乳、成分調整牛乳、加工
乳、乳製品（濃縮乳、粉乳、練乳、発酵乳（ヨーグルトなど）、乳酸菌飲料、プロセスチ
ーズ類、アイスクリーム類、クリーム類）、乳タンパク質濃縮物（ＭＰＣ）、その濃縮物
、その乾燥物、その凍結物、その加水分解物など、および、これらの還元溶液などを用い
ることができる。これらの中でも、高濃度のカゼインタンパク質を含む乳タンパク質混合
物を含有する酸性液状組成物の調製が容易な点で、乳タンパク質混合物は、カゼインタン
パク質を豊富に含有する乳原料である、乳タンパク質濃縮物（ＭＰＣ）を用いることが好
ましい。この乳タンパク質濃縮物には、カゼインタンパク質とホエイタンパク質とのタン
パク質量比（カゼインタンパク質／ホエイタンパク質）は、４である。このとき、これら
には、市販品を入手して用いてもよいし、自ら調製して用いてもよい。
【００２８】
　本発明で用いられる酸性液状組成物に含有される乳タンパク質混合物は、特定のタンパ
ク質量比のホエイタンパク質とカゼインタンパク質とから構成され、具体的には、カゼイ
ンタンパク質とホエイタンパク質とのタンパク質量比（カゼインタンパク質／ホエイタン
パク質）が２～２０であり、好ましくは２～１０であり、より好ましくは２～６であり、
さらに好ましくは２～４である。本発明では、カゼインタンパク質とホエイタンパク質と
のタンパク質量比は、筋肉合成促進剤に含まれる酸性液状組成物に含まれる乳タンパク質
混合物でのタンパク質量比を意味する。なお、本発明で用いられる乳タンパク質混合物で
は、カゼインタンパク質とホエイタンパク質とのタンパク質量比（カゼインタンパク質／
ホエイタンパク質）が意図的に調整（設計）されて、さらに酸性液状組成物に調製されて
いる点で、従来技術とは大きく異なっている。
【００２９】
　本発明で用いられる酸性液状組成物は、一般的に、乳タンパク質中のカゼインタンパク
質が酸凝固しやすく、酸凝固に由来する分離および沈殿が生じるところ、高濃度のカゼイ
ンタンパク質を含む乳タンパク質混合物を含有する酸性液状組成物であっても、分離およ
び沈殿を抑制し、再分散性も良好で、低粘度で摂取（投与）しやすい形態である。この形
態に該当する範囲であれば、その詳細な性質（ｐＨ、粘度など）は、任意に設計すること
ができる。
【００３０】
　本発明で用いられる酸性液状組成物のｐＨは、例えば、３～６、３．１～５．８、３．
２～５．６、３．３～５．４、３．４～５．２、３．５～５、３．６～４．８、３．７～
４．６、３．８～４．４である。本発明の酸性液状組成物のｐＨが３を上回ることは、酸
味が強く感じられて摂取しづらくなるのを防止する上で好ましい。また、本発明の酸性液
状組成物のｐＨが６を下回ることは、酸味が弱く感じられ、爽やかさが損なわれ、酸性液
状組成物として、摂取しづらくなるのを防止する上で好ましい。
【００３１】
　本発明で用いられる酸性液状組成物の粘度（１０℃）は、Ｂ型回転粘度計により測定さ
れた酸性液状組成物の粘度である。本発明で用いられる酸性液状組成物の粘度（１０℃）
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は、例えば、３～３０ｍＰａ・ｓ、３．５～３０ｍＰａ・ｓ、４～３０ｍＰａ・ｓ、４．
５～３０ｍＰａ・ｓ、５～３０ｍＰａ・ｓ、５．５～２９ｍＰａ・ｓ、６～２８ｍＰａ・
ｓ、６．５～２７ｍＰａ・ｓ、７～２６ｍＰａ・ｓ、７．５～２５ｍＰａ・ｓ、８～２４
ｍＰａ・ｓ、８．５～２３ｍＰａ・ｓ、９～２２ｍＰａ・ｓ、９．５～２１ｍＰａ・ｓ、
１０～２０ｍＰａ・ｓである。本発明で用いられる酸性液状組成物の粘度（１０℃）が３
ｍＰａ・ｓを上回ることは、酸性液状組成物のカゼインタンパク質が安定しづらくなり、
酸性液状組成物の分離および沈殿が発生しやすくなるのを防止する上で好ましい。また、
本発明で用いられる酸性液状組成物の粘度（１０℃）が３０ｍＰａ・ｓを下回ることは、
爽やかさが損なわれて摂取しづらくなるのを防止する上で好ましい。なお、本発明で用い
られる酸性液状組成物の粘度（１０℃）は、ブルックフィールド粘度計などの汎用のＢ型
回転粘度計などで測定された酸性液状組成物の粘度である。
【００３２】
　本発明で用いられる酸性液状組成物は、特定のタンパク質量比のカゼインタンパク質と
ホエイタンパク質とを含む乳タンパク質混合物を含んでなる。ここで、乳タンパク質混合
物に含まれるカゼインタンパク質は、一般的に、中性領域では安定であるが、等電点であ
るｐＨ４．６周辺よりも低いｐＨ領域の環境では、酸凝固により、カゼインタンパク質同
士が凝集し、これが酸性液状組成物の分離や沈殿の発生につながる。一方、本発明で用い
られる特定の組成からなる酸性液状組成物は、高濃度のカゼインタンパク質を含む乳タン
パク質混合物を含有する酸性液状組成物であっても、酸性液状組成物の分離および沈殿を
抑制し、再分散性も良好で、低粘度で摂取しやすい形態である。ここでいう、本発明に用
いられる酸性液状組成物に含有されている、カゼインタンパク質を含む乳タンパク質混合
物の濃度は、高濃度である場合には、例えば、３重量％以上、３．２重量％以上、３．４
重量％以上、３．６重量％以上、３．８重量％以上、４重量％以上、４．２重量％以上、
４．４重量％以上、３～１０重量％、３～９．５重量％、３～９重量％、３～８．５重量
％、３～８重量％、３～７．５重量％、３～７重量％、３．２～１０重量％、３．２～９
．５重量％、３．２～９重量％、３．２～８．５重量％、３．２～８重量％、３．２～７
．５重量％、３．２～７重量％、３．４～１０重量％、３．４～９．５重量％、３．４～
９重量％、３．４～８．５重量％、３．４～８重量％、３．４～７．５重量％、３．４～
７重量％、３．６～１０重量％、３．６～９．５重量％、３．６～９重量％、３．６～８
．５重量％、３．６～８重量％、３．６～７．５重量％、３．６～７重量％、３．８～１
０重量％、３．８～９．５重量％、３．８～９重量％、３．８～８．５重量％、３．８～
８重量％、３．８～７．５重量％、３．８～７重量％、４～１０重量％、４～９．５重量
％、４～９重量％、４～８．５重量％、４～８重量％、４～７．５重量％、４～７重量％
、４．２～１０重量％、４．２～９．５重量％、４．２～９重量％、４．２～８．５重量
％、４．２～８重量％、４．２～７．５重量％、４．２～７重量％、４．４～１０重量％
、４．４～９．５重量％、４．４～９重量％、４．４～８．５重量％、４．４～８重量％
、４．４～７．５重量％、４．４～７重量％である。また、本発明で用いられる酸性液状
組成物に含有されている、カゼインタンパク質を含む乳タンパク質混合物の濃度は、高濃
度でない場合には、例えば、３重量％以下、２．８重量％以下、２．６重量％以下、２．
４重量％以下、２．２重量％以下、２重量％以下、０．５～３重量％、１～３重量％、１
．２～３重量％、１．４～３重量％、１．６～３重量％、１．８～３重量％、０．５～２
．８重量％、１～２．８重量％、１．２～２．８重量％、１．４～２．８重量％、１．６
～２．８重量％、１．８～２．８重量％、０．５～２．６重量％、１～２．６重量％、１
．２～２．６重量％、１．４～２．６重量％、１．６～２．６重量％、１．８～２．６重
量％、０．５～２．４重量％、１～２．４重量％、１．２～２．４重量％、１．４～２．
４重量％、１．６～２．４重量％、１．８～２．４重量％、０．５～２．２重量％、１～
２．２重量％、１．２～２．２重量％、１．４～２．２重量％、１．６～２．２重量％、
１．８～２．２重量％、０．５～２重量％、１～２重量％、１．２～２重量％、１．４～
２重量％、１．６～２重量％、１．８～２重量％である。ここで、乳タンパク質混合物に
含まれる、カゼインタンパク質およびホエイタンパク質の各濃度は、前述したカゼインタ
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ンパク質とホエイタンパク質とのタンパク質量比から、容易に算出できる。
【００３３】
　本発明で用いられる酸性液状組成物は、高濃度のカゼインタンパク質を含む乳タンパク
質混合物を含有する酸性液状組成物であっても、酸性液状組成物の分離および沈殿を抑制
し、再分散性も良好で、低粘度で摂取しやすい形態である特徴を出し、かつ、胃内での乳
タンパク質のカード化を防ぎ、乳タンパク質の吸収を促進させた上で筋肉合成促進効果を
高めるために、０．２～１．２重量％の大豆多糖類、０．１～０．５重量％のＨＭペクチ
ン、０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロースを含有することができる。
【００３４】
　本発明の大豆多糖類とは、大豆由来のラムノース、ガラクトース、アラビノース、キシ
ロース、グルコース、ウロン酸の１種もしくは２種以上を含むものであればよく、大豆の
なかでも子葉由来のものが好ましい。本発明の大豆多糖類は、その分子量に特に制限はな
く、高分子の分子量であることが好ましく、平均分子量が数千～数百万、具体的には５千
～１００万であるのが好ましい。なお、この大豆多糖類の平均分子量は標準プルラン（昭
和電工株式会社）を標準物質として０．１ＭのＮａＮＯ３溶液中の粘度を測定する極限粘
度法で求めた値である。かかる大豆多糖類は商業的に入手可能であり、例えば、ＳＭ－７
００（三栄源エフ・エフ・アイ社製）、ＳＭ－９００（三栄源エフ・エフ・アイ社製）が
ある。大豆多糖類は、その側鎖の構造により、酸性液状組成物中のカゼインタンパク質同
士の酸凝固が原因となる、酸性液状組成物の分離および沈殿を抑制すると言われている。
【００３５】
　本発明の大豆多糖類の添加量は、本発明で用いられる酸性液状組成物に対して、０．１
～０．５重量％のＨＭペクチン、０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロースを
含有させる場合には、例えば、０．２～１．２重量％、０．２５～１．１５重量％、０．
３～１．１重量％、０．３５～１．０５重量％、０．４～１重量％、０．４～０．９重量
％である。本発明の大豆多糖類の添加量が１．２重量％を下回ることは、酸性液状組成物
に大豆独特の風味が感じられるようになり、酸性液状組成物として摂取しづらくなること
を回避する上で好ましい。また、本発明の大豆多糖類の添加量が０．２重量％を上回るこ
とは、高濃度のカゼインタンパク質を含む乳タンパク質混合物を含有する酸性液状組成物
であっても、本発明で用いられる酸性液状組成物の分離および沈殿の発生を抑制でき、さ
らには、再分散性も良好となり、最終的には、本発明の筋肉合成促進剤として摂取した場
合、胃内での乳タンパク質のカード化を防ぎ、乳タンパク質の吸収を促進し、筋肉合成促
進効果が高まる点で、好ましい。
【００３６】
　本発明のＨＭペクチンとは、野菜や果物に細胞壁成分として存在する、α－Ｄ－ガラク
ツロン酸を主鎖成分とする酸性多糖類である。ペクチンを構成するガラクツロン酸は部分
的にメチルエステル化されており、エステル化度によってＬＭペクチンとＨＭペクチンに
分けられる。ＨＭペクチンは、一般的にエステル化度が５０％以上であるものをいう。か
かるＨＭペクチンは商業的に入手可能であり、例えば、ＳＭ－４７８（三栄源エフ・エフ
・アイ社製）、ＳＭ－６６６（三栄源エフ・エフ・アイ社製）、ＡＹＤ５１１０ＳＢ（ユ
ニテックフーズ社製）などがある。ＨＭペクチンは、マイナス荷電を帯びているのが特徴
であり、カゼインタンパク質と結合することにより、結合したカゼインタンパク質同士が
電荷により反発することで、カゼインタンパク質同士の凝集を防ぐと言われている。
【００３７】
　本発明のＨＭペクチンの添加量は、本発明で用いられる酸性液状組成物に対して、０．
２～１．２重量％の大豆多糖類、０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロースを
含有させる場合には、例えば、０．１～０．５重量％、０．１～０．４５重量％、０．１
～０．４重量％、０．１～０．３５重量％、０．１～０．３重量％、０．１２～０．２９
重量％、０．１４～０．２８重量％、０．１６～０．２７重量％、０．１８～０．２６重
量％、０．２～０．２５重量％である。本発明のＨＭペクチンの添加量が０．５重量％を
下回ることは、高濃度のカゼインタンパク質を含む乳タンパク質混合物を含有する酸性液
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状組成物であっても、低粘度で摂取しやすい形態となる上で好ましい。また、本発明のＨ
Ｍペクチンの添加量が０．１重量％を上回ることは、高濃度のカゼインタンパク質を含む
乳タンパク質混合物を含有する酸性液状組成物であっても、本発明で用いられる酸性液状
組成物の分離および沈殿の発生を抑制でき、さらには、再分散性も良好となり、最終的に
は、本発明の筋肉合成促進剤として摂取した場合、胃内での乳タンパク質のカード化を防
ぎ、乳タンパク質の吸収を促進し、筋肉合成促進効果が高まるため点で、好ましい。
【００３８】
　本発明で用いられる酸性液状組成物には、高濃度のカゼインタンパク質を含む乳タンパ
ク質混合物を含有する酸性液状組成物であっても、酸性液状組成物の分離および沈殿を抑
制し、再分散性も良好で、低粘度で摂取しやすい形態であり、かつ、本発明の筋肉合成促
進剤として摂取した場合、胃内での乳タンパク質のカード化を防ぎ、乳タンパク質の吸収
を促進させた上で筋肉合成促進効果を高めるために、大豆多糖類および／またはＨＭペク
チンと併用して、もしくは大豆多糖類および／またはＨＭペクチンの代わりにカルボキシ
メチルセルロースナトリウムおよび／またはアルギン酸プロピレングリコールエステルな
どの他の安定剤を添加することができる。特に、カルボキシメチルセルロースナトリウム
および／またはアルギン酸プロピレングリコールエステルなどの他の安定剤は、大豆多糖
類および／またはＨＭペクチンと比較して、より低粘度で酸性液状組成物の分離および沈
殿を抑制し、再分散性も良好で、かつ、筋肉合成促進剤として摂取した場合、胃内での乳
タンパク質のカード化を防ぎ、乳タンパク質の吸収を促進させた上で筋肉合成促進効果を
高めるためには、大豆多糖類および／またはＨＭペクチンと併用して、あるいは大豆多糖
類および／またはＨＭペクチンの代わりに使用することが好ましい。
【００３９】
　本発明で用いられる酸性液状組成物には、カルボキシメチルセルロースナトリウムを添
加することができる。カルボキシメチルセルロースナトリウムは、セルロースのグルコー
スの水酸基にカルボキシメチル基を置換させたものであり、通常、エーテル化度０．６～
１．５程度のものである。かかるカルボキシメチルセルロースナトリウムは、商業的に入
手可能であり、例えば、セロゲンＦ－ＳＬ（第一工業製薬社製）、セロゲンＦ－８１０Ａ
（第一工業製薬社製）、セロゲンＦ－ＳＢ（第一工業製薬社製）、セロゲンＦ－８２０Ｂ
（第一工業製薬社製）、セロゲンＦ－１２２０Ｂ（第一工業製薬社製）などがある。
【００４０】
　本発明で用いられる酸性液状組成物には、アルギン酸プロピレングリコールエステルを
添加することができる。アルギン酸プロピレングリコールエステルは、コンブ、ワカメな
どの藻藻類から精製された多糖類アルギン酸を化学修飾して得られる物質である。かかる
アルギン酸プロピレングリコールエステルは、商業的に入手可能であり、例えば、タック
ロイドＬＦ－Ｍ（キッコーマンバイオケミファ社製）、タックロイドＥＦ（キッコーマン
バイオケミファ社製）、タックロイドＰＦ（キッコーマンバイオケミファ社製）、タック
ロイドＰＦ－Ｈ（キッコーマンバイオケミファ社製）などがある。
【００４１】
　本発明のカルボキシメチルセルロースナトリウムまたはアルギン酸プロピレングリコー
ルエステルの添加量は、本発明で用いられる酸性液状組成物の特徴である、高濃度のカゼ
インタンパク質を含む乳タンパク質混合物を含有する酸性液状組成物であっても、酸性液
状組成物の分離および沈殿を抑制し、再分散性も良好で、低粘度で摂取しやすい形態であ
り、かつ、筋肉合成促進剤として摂取した場合、胃内での乳タンパク質のカード化を防ぎ
、乳タンパク質の吸収を促進させた上で筋肉合成促進効果を高められれば、その添加量に
は制限はない。本発明で用いられる酸性液状組成物に添加する、カルボキシメチルセルロ
ースナトリウムまたはアルギン酸プロピレングリコールエステルの添加量は、例えば、０
．０１～２重量％、０．０１～１．５重量％、０．０１～１．２重量％、０．０１～１．
０重量％である。本発明のカルボキシメチルセルロースナトリウムまたはアルギン酸プロ
ピレングリコールエステルの添加量が２重量％であれば、高濃度のカゼインタンパク質を
含む乳タンパク質混合物を含有する酸性液状組成物であっても、低粘度で摂取しやすい形
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態となる上で好ましい。また、本発明のカルボキシメチルセルロースナトリウムまたはア
ルギン酸プロピレングリコールエステルの添加量が０．０１重量％を上回ることは、高濃
度のカゼインタンパク質を含む乳タンパク質混合物を含有する酸性液状組成物であっても
、本発明で用いられる酸性液状組成物の分離および沈殿の発生を抑制でき、さらには、再
分散性も良好となり、最終的には、筋肉合成促進剤として摂取した場合、胃内での乳タン
パク質のカード化を防ぎ、乳タンパク質の吸収を促進し、本発明の筋肉合成促進効果が高
まる点で、好ましい。
【００４２】
　本発明の繊維状の不溶性セルロースとは、本発明で用いられる酸性液状組成物に含有さ
せることで、その酸性液状組成物中に三次元網目構造を構築することで、沈殿などの不溶
性成分の分散性を向上できる安定剤である。本発明の繊維状の不溶性セルロースは、本発
明で用いられる酸性液状組成物の特徴である、高濃度のカゼインタンパク質を含む乳タン
パク質混合物を含有する酸性液状組成物であっても、酸性液状組成物の分離および沈殿を
抑制し、再分散性も良好で、低粘度で摂取しやすい形態であり、筋肉合成促進剤として摂
取した場合、胃内で乳タンパク質のカード化を防ぎ、乳タンパク質の吸収を促進させた上
で筋肉合成促進効果を高められれば、その由来などには制限がなく、植物由来および／ま
たは微生物由来のものを使用することができる。微生物由来の繊維状の不溶性セルロース
は、例えば、微生物により産生された発酵セルロースを培地から分離処理され、洗浄され
て、適宜精製され繊維状としたものである。この繊維状の不溶性セルロースは、例えば、
平均直径０．０１～０．１μｍまでミクロフィブリル化されている繊維状不溶性セルロー
ス（特開２００５－２４５２１７号公報参照）、または発酵セルロースである。本発明の
繊維状の不溶性セルロースは商業的に入手可能であり、例えば、サンアーティストＰＧ（
三栄源エフ・エフ・アイ社製）、サンアーティストＰＮ（三栄源エフ・エフ・アイ社製）
である。
【００４３】
　本発明の繊維状の不溶性セルロースの添加量は、本発明で用いられる酸性液状組成物に
０．２～１．２重量％の大豆多糖類、０．１～０．５重量％のＨＭペクチンを含有させる
場合には、例えば、０．０１～０．１重量％、０．０１５～０．０９重量％、０．０２～
０．０８重量％、０．０２５～０．０８５重量％、０．０３～０．０７重量％、０．０３
～０．０６５重量％、０．０３～０．０６重量％、０．０３～０．０５５重量％、０．０
３～０．０５重量％である。本発明の繊維状の不溶性セルロースの添加量が０．１重量％
であれば、高濃度のカゼインタンパク質を含む乳タンパク質混合物を含有する酸性液状組
成物であっても、低粘度で摂取しやすい形態となる上で好ましい。また、本発明の繊維状
の不溶性セルロースの添加量が０．０１重量％を上回ることは、特に、高濃度のカゼイン
タンパク質を含む乳タンパク質混合物を含有する酸性液状組成物であっても、酸性液状組
成物の分離および沈殿の発生を抑制でき、さらには、再分散性も良好となり、最終的には
、筋肉合成促進剤として摂取した場合、胃内での乳タンパク質のカード化を防ぎ、乳タン
パク質の吸収を促進し、本発明の筋肉合成促進効果が高まる点で、好ましい。
【００４４】
　本発明で用いられる酸性液状組成物には、さらにトレハロースを添加することができ、
トレハロースを添加することで、高濃度のカゼインタンパク質を含む乳タンパク質混合物
を含有する酸性液状組成物であっても、酸性液状組成物の分離および沈殿を抑制し、再分
散性も良好で、低粘度で摂取しやすい形態の特徴をさらに付与することができ、最終的に
は、本発明の筋肉合成促進剤として摂取した場合、胃内での乳タンパク質のカード化を防
ぎ、乳タンパク質の吸収を促進し、筋肉合成促進効果をより高めることができる。具体的
には、本発明で用いられる酸性液状組成物に、さらにトレハロースを添加することで、本
発明の酸性液状組成物のｐＨが４を上回り、カゼインの等電点のｐＨに近いところであっ
ても、高濃度のカゼインタンパク質を含む乳タンパク質混合物を含有する酸性液状組成物
であっても、酸性液状組成物の分離および沈殿を抑制し、再分散性も良好で、低粘度で飲
みやすい形態であり、かつ、筋肉合成促進剤として摂取した場合、胃内での乳タンパク質
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のカード化を防ぎ、乳タンパク質の吸収を促進させた上で筋肉合成促進効果を高めること
ができる。本発明のトレハロースは商業的にも入手可能であり、例えば、トレハ（林原社
製）がある。
【００４５】
　本発明のトレハロースの添加量は、本発明で用いられる酸性液状組成物に、０．２～１
．２重量％の大豆多糖類、０．１～０．５重量％のＨＭペクチン、０．０１～０．１重量
％の繊維状の不溶性セルロースを含有させる場合には、例えば、０．１～５重量％、０．
２～４．５重量％、０．３～４重量％、０．４～３．５重量％、０．５～３重量％、０．
６～２．５重量％、０．７～２重量％、０．８～１．５重量％、０．９～１．３重量％、
０．９～１．１重量％である。本発明のトレハロースの添加量が５重量％であれば、本発
明の酸性液状組成物にトレハロースに由来する風味および食感が付与されず、低粘度で摂
取しやすい形態となる上で好ましい。また、本発明のトレハロースの添加量が０．０１重
量％を上回ることは、高濃度のカゼインタンパク質を含む乳タンパク質混合物を含有する
酸性液状組成物であっても、本発明で用いられる酸性液状組成物の分離および沈殿の発生
を抑制でき、さらには、再分散性も良好となり、最終的には、本発明の筋肉合成促進剤と
して、胃内で乳タンパク質がカード化せず、乳タンパク質の吸収を促進し、本発明の筋肉
合成促進効果が高まる点で好ましい。
【００４６】
　本発明で用いられる酸性液状組成物の製造方法は、０．２～１．２重量％の大豆多糖類
、０．１～０．５重量％のＨＭペクチン０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロ
ース、およびカゼインタンパク質とホエイタンパク質とを含む乳タンパク質混合物を含む
、乳含有溶液を、ｐＨを酸性に調整する工程、および均質化する工程、を含有することを
特徴とする。
【００４７】
　本発明で用いられる酸性液状組成物の製造方法における、ｐＨを酸性に調整することは
、本発明の特徴である、高濃度のカゼインタンパク質を含む乳タンパク質混合物を含有す
る酸性液状組成物であっても、酸性液状組成物の分離および沈殿を抑制し、再分散性も良
好で、低粘度で飲みやすい形態であり、かつ、本発明の筋肉合成促進剤として摂取した場
合、胃内での乳タンパク質のカード化を防ぎ、乳タンパク質の吸収を促進させた上で筋肉
合成促進効果を高めることができる酸性液状組成物が得られる範囲で、乳含有溶液を所定
のｐＨにまで低下させることができれば、その手段や方法には特に制限はない。この乳含
有溶液のｐＨを酸性に調整する方法は、例えば、乳含有溶液に乳酸菌などの発酵微生物に
より発酵させる方法、および乳含有溶液に酸を添加する方法がある。
【００４８】
　本発明に用いられる酸性液状組成物の製造方法における、乳含有溶液には、本発明の酸
性液状組成物の一つの特徴である、高濃度のカゼインタンパク質を含む乳タンパク質混合
物を含有する酸性液状組成物であっても、酸性液状組成物の分離および沈殿を抑制し、再
分散性も良好で、低粘度で飲みやすい形態であり、かつ、筋肉合成促進剤として摂取した
場合、胃内での乳タンパク質のカード化を防ぎ、乳タンパク質の吸収を促進させた上で筋
肉合成促進効果を高める特徴を出すために、０．２～１．２重量％の大豆多糖類、０．１
～０．５重量％のＨＭペクチン、０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロースを
含有することが好ましい。本発明の酸性液状組成物の製造方法における、乳含有溶液に含
有する、大豆多糖類、ＨＭペクチン、および繊維状の不溶性セルロースは、その他の原料
の一部または全部と共に添加しながら、５０～１００℃に加温した状態で溶解させてもよ
いし、予め温水などで溶解したものを用意してもよい。本発明の酸性液状組成物の製造方
法における、乳含有溶液は、例えば、乳タンパク質混合物を水で溶解した乳液と、大豆多
糖類、ＨＭペクチン、および繊維状の不溶性セルロースを水で溶解した安定剤液とを、混
合することで得られる。
【００４９】
　本発明で用いられる酸性液状組成物の製造方法において、乳含有溶液に酸を添加してｐ
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Ｈを調整する他に、本発明の筋肉合成促進効果を高めるために、乳含有溶液を機械的なせ
ん断処理による均質化をすることができる。均質化により、ｐＨを調整した乳含有溶液の
カゼインタンパク質を微粒化して、予め含有されている、０．２～１．２重量％の大豆多
糖類、０．１～０．５重量％のＨＭペクチン、および０．０１～０．１重量％の繊維状の
不溶性セルロースと結合し、本発明の酸性液状組成物の一つの特徴である、高濃度のカゼ
インタンパク質を含む乳タンパク質混合物を含有する酸性液状組成物であっても、酸性液
状組成物の分離および沈殿を抑制し、再分散性も良好で、低粘度で飲みやすい形態であり
、かつ、筋肉合成促進剤として摂取した場合、胃内での乳タンパク質のカード化を防ぎ、
乳タンパク質の吸収を促進させた上で筋肉合成促進効果を高められる酸性液状組成物が得
られる。均質化は、牛乳などの脂肪球の均質化、および発酵乳の液状化に使用している汎
用の均質機を使用することができる。
【００５０】
　本発明で用いられる酸性液状組成物の製造方法において、乳含有溶液に酸を添加してｐ
Ｈを調整する他に、本発明の効果を高めるために、乳含有溶液を均質機を使用して均質化
する場合には、その均質化圧は、例えば、１～１００ＭＰａ、２～８０ＭＰａ、３～６０
ＭＰａ、４～４０ＭＰａ、５～２０ＭＰａ、６～１９ＭＰａ、７～１８ＭＰａ、８～１７
ＭＰａ、９～１６ＭＰａ、１０～１５ＭＰａである。また、均質化をする温度は、例えば
、５０～１００℃、５５～９５℃、６０～９０℃、６５～８５℃、７０～８０℃である。
また、本発明で用いられる酸性液状組成物の製造方法において、乳含有溶液に酸を添加し
てｐＨを調整する工程、および乳含有溶液を均質機を使用して均質化する工程、はその順
番に制限はない。すなわち、本発明で用いられる酸性液状組成物の製造方法において、乳
含有溶液に酸を添加してｐＨを調整した後に、その乳含有溶液を均質機を使用して均質化
することも可能であり、乳含有溶液を均質機を使用して均質化した後に、その乳含有溶液
に酸を添加してｐＨを調整することも可能である。なお、本発明で用いられる酸性液状組
成物の製造方法における、均質化処理の工程は、酸性液状組成物の一つの特徴である、高
濃度のカゼインタンパク質を含む乳タンパク質混合物を含有する酸性液状組成物であって
も、酸性液状組成物の分離および沈殿を抑制し、再分散性も良好で、低粘度で摂取しやす
い形態であり、かつ、筋肉合成促進剤として摂取した場合、胃内での乳タンパク質のカー
ド化を防ぎ、乳タンパク質の吸収を促進させた上で筋肉合成促進効果を高める特徴の酸性
液状組成物が得られる範囲において、後述する加熱殺菌の前にも後にも設定することがで
きる。
【００５１】
　本発明で用いられる酸性液状組成物の製造方法において、酸性液状組成物の保存性を高
めるために、加熱殺菌をすることができる。本発明で用いられる酸性液状組成物の製造方
法における、酸性液状組成物の加熱殺菌の方法は、公知の牛乳および／または飲料の殺菌
方法および殺菌条件を設定することができる。殺菌方法は、例えば、プレート式加熱殺菌
、チューブ式加熱殺菌、バッチ式加熱殺菌、通電加熱殺菌、マイクロウエーブ波による加
熱殺菌、レトルト加熱などの間接加熱殺菌、スチームインジェクション、スチームインフ
ュージョンなどの直接加熱殺菌である。殺菌条件は、牛乳と同じく、例えば、６０～６５
℃で２０～３０分間保持、８０～１００℃で１５秒～１０分間保持、１１０℃～１５０℃
で２～１５秒間保持であり、これと同等の殺菌条件であれば、適宜変更することができる
。
【００５２】
　本発明で用いられる酸性液状組成物の製造方法において、酸性液状組成物の保存性を高
めるために、非加熱殺菌をすることができる。本発明の酸性液状組成物の製造方法におけ
る、本発明の酸性液状組成物の非加熱殺菌の方法は、公知の殺菌方法および殺菌条件を設
定することができる。非加熱殺菌の殺菌方法は、例えば、光照射殺菌、放射線照射殺菌、
高電圧パルス殺菌などである。非加熱殺菌の殺菌条件は、牛乳の加熱殺菌と同じ殺菌効果
、例えば、６０～６５℃で２０～３０分間保持、８０～１００℃で１５秒～１０分間保持
、１１０℃～１５０℃で２～１５秒間保持であり、これと同等の殺菌効果があれば、非加
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熱殺菌の殺菌条件を適宜変更することができる。
【００５３】
　本発明で用いられる酸性液状組成物の製造方法において、酸性液状組成物の保存性を高
めるために、０．２～１．２重量％の大豆多糖類、０．１～０．５重量％のＨＭペクチン
０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロースを含有する乳含有溶液を、ｐＨを酸
性に調整する工程と、均質化する工程を含む工程で得られた酸性液状組成物を冷却するこ
とができる。最終的に冷却された酸性液状組成物の温度は、例えば、０～３０℃、０～２
５℃、０～２０℃、０～１５℃、０～１２℃、０～１０℃である。
【００５４】
　本発明で用いられる酸性液状組成物は、本発明の酸性液状組成物の一つの特徴である、
高濃度のカゼインタンパク質を含む乳タンパク質混合物を含有する酸性液状組成物であっ
ても、酸性液状組成物の分離および沈殿を抑制し、再分散性も良好で、低粘度で飲みやす
い形態であり、かつ、筋肉合成促進剤として摂取した場合、胃内での乳タンパク質のカー
ド化を防ぎ、乳タンパク質の吸収を促進させた上で筋肉合成促進効果を高められれば、そ
の他の食品原料および／または食品添加物原料を添加することができる。例えば、本発明
の酸性液状組成物の嗜好性の付与を目的に、甘味料（砂糖類、液糖類、果糖、麦芽糖、三
温糖など）、糖アルコール（エリスリトールなど）、高感度甘味料（ステビア、アスパル
テーム、スクラロース、アセスルファムカリウム）、香料、果汁、野菜汁などを添加する
ことができる。また、本発明の酸性液状組成物の機能性の付与を目的に、ミネラル類（カ
ルシウム、鉄、マンガン、マグネシウム、亜鉛など）、ビタミン類、機能性素材、プロバ
イオティクス乳酸菌などを添加して、本発明の筋肉合成促進剤とすることができる。
【００５５】
　本発明の筋肉合成促進剤は、市場での提供を目的として、容器詰飲料、容器入り飲料の
形態にすることができる。容器は、紙容器（ゲーブルトップ型容器、ブリック型容器など
）、ソフトバック、ペットボトル、缶、ビンなど、公知のものを使用することができる。
容器の容量は、特に制限はなく、例えば、１０～５０００ｇ、２０～４０００ｇ、３０～
３０００ｇ、４０～２０００ｇ、５０～１５００ｇ、６０～１４００ｇ、７０～１３００
ｇ、８０～１２００ｇ、９０～１１００ｇである。中でも、ファミリーサイズ（複数飲用
）の場合には、例えば、３００～５０００ｇ、３００～４０００ｇ、３００～３０００ｇ
、３００～２０００ｇ、３００～１５００ｇ、３００～１４００ｇ、３００～１３００ｇ
、３００～１２００ｇ、３００～１１００ｇであり、パーソナルサイズ（個別飲用）の場
合、１０～５００ｇ、２０～５００ｇ、３０～５００ｇ、４０～５００ｇ、５０～５００
ｇ、６０～５００ｇ、７０～５００ｇ、８０～５００ｇ、９０～５００ｇである。
【００５６】
　本発明の筋肉合成促進剤は、その特徴の一つである、高濃度のカゼインを含む乳タンパ
ク質を含有する酸性液状組成物であっても、酸性液状組成物の分離および沈殿を抑制し、
再分散性も良好で、低粘度で飲みやすい形態であり、かつ、筋肉合成促進剤として、胃内
での乳タンパク質のカード化を防ぎ、乳タンパク質の吸収を促進させた上で筋肉合成促進
効果を高められることができれば、市場への提供形態に制限はない。例えば、本発明の筋
肉合成促進剤では、１０℃以下のチルド流通、常温流通が可能である。また、本発明の筋
肉合成促進剤は、耐熱効果もある。従って、本発明の筋肉合成促進剤を配合（添加、混合
）した組成物では、本発明の筋肉合成促進剤が耐熱効果を奏することから、好ましくは、
液状の製品形態として提供することができるととともに、ホットベンダーなどを用いた加
温販売用の製品形態として提供することができる。
【００５７】
　本発明の一つの実施態様によれば、例えば、本発明の筋肉合成促進剤では、前記乳タン
パク質混合物が総タンパク質量で一食あたり０．０６ｇ以上／ｋｇ体重となるように摂取
（投与）され、具体的には、０．０６～０．７ｇ／ｋｇ体重であり、好ましくは０．０６
～０．６ｇ／ｋｇ体重、より好ましくは０．０６～０．５ｇ／ｋｇ体重、さらに好ましく
は０．０８～０．４ｇ／ｋｇ体重、特に好ましくは０．１～０．４ｇ／ｋｇ体重となるよ
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うに摂取（投与）される。ここで、対象の代表的な体重は、約６０ｋｇと見積もっている
。
【００５８】
　「一食」とは、即効的な筋肉合成促進を必要とする状態の一回ごとを意味し、例えば、
本発明の筋肉合成促進剤では、一食で一息に（一度に）摂取せず、数度に分けて摂取して
もよい。本発明の筋肉合成促進剤を即効的な筋肉合成促進を必要とする対象に摂取させる
（投与する）時期は、数度に分けて摂取する場合には、血流中のアミノ酸濃度を即効的に
高められる点で、好ましくは、運動終了後から２時間以内であり、より好ましくは、運動
終了後から１時間以内であり、さらに好ましくは、運動終了後から３０分以内であり、特
に好ましくは、運動終了後から５分以内である。
【００５９】
　本発明の筋肉合成促進剤を即効的な筋肉合成促進を必要とする対象に摂取させる（投与
する）方法は、経口摂取（経口投与）、経腸投与、胃ろうなどから、その対象および用途
により、適宜選択することができるが、好ましくは経口摂取である。
【００６０】
　本発明の別の実施態様によれば、例えば、本発明の筋肉合成促進剤は、一食あたりの単
位包装形態からなり、該単位中に、前記乳タンパク質混合物を、一食摂取量として総タン
パク質量で３ｇ以上に調整したものが望ましく、具体的には、３～４０ｇ、好ましくは３
～２０ｇ、より好ましくは４～２０ｇ、さらに好ましくは４～１５ｇ、特に好ましくは５
～１５ｇとなるように調製してなる。ここで、「一食あたりの単位包装形態」からなると
は、一食あたりの摂取量があらかじめ定められた形態のものであり、例えば、特定量を経
口摂取し得る食品として、一般食品のみならず、飲料（ドリンク剤など）、健康補助食品
、保健機能食品、サプリメントなどの形態を意味する。「一食あたりの単位包装形態」で
は、例えば、液状の飲料、ゲル状・糊状・ペースト状のゼリー、粉末状・顆粒状・カプセ
ル状・ブロック状の固体状の食品などの場合には、金属缶、ガラスビン（ボトルなど）、
プラスチック容器（ペットボトルなど）、パック、パウチ、フィルム容器、紙箱などの包
装容器で特定量（用量）を規定できる形態、あるいは、一食あたりの摂取量（用法、用量
）を包装容器やホームページなどに表示することで特定量を規定できる形態が挙げられる
。
【００６１】
　本発明の好ましい態様によれば、本発明の筋肉合成促進剤は、０．４～０．９重量％の
大豆多糖類、０．２～０．２５重量％のＨＭペクチン、０．０３～０．０５重量％の繊維
状の不溶性セルロース、およびカゼインタンパク質とホエイタンパク質とを含む乳タンパ
ク質混合物を含む酸性液状組成物を有効成分として含んでなる筋肉合成促進剤であって、
　ホエイタンパク質に対するカゼインタンパク質のタンパク質量比（カゼインタンパク質
／ホエイタンパク質）が２～６である。
【００６２】
　本発明のより好ましい態様によれば、本発明の筋肉合成促進剤は、０．４～０．９重量
％の大豆多糖類、０．２～０．２５重量％のＨＭペクチン、０．０３～０．０５重量％の
繊維状の不溶性セルロース、およびカゼインタンパク質とホエイタンパク質とを含む乳タ
ンパク質混合物を含む酸性液状組成物を有効成分として含んでなる筋肉合成促進剤であっ
て、
　ホエイタンパク質に対するカゼインタンパク質のタンパク質量比（カゼインタンパク質
／ホエイタンパク質）が２～４である。
【００６３】
　本発明のさらに好ましい態様によれば、本発明の筋肉合成促進剤は、０．４～０．９重
量％の大豆多糖類、０．２～０．２５重量％のＨＭペクチン、０．０３～０．０５重量％
の繊維状の不溶性セルロース、トレハロース０．９～１．１重量％およびカゼインタンパ
ク質とホエイタンパク質とを含む乳タンパク質混合物を含む酸性液状組成物を有効成分と
して含んでなる筋肉合成促進剤であって、
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　ホエイタンパク質に対するカゼインタンパク質のタンパク質量比（カゼインタンパク質
／ホエイタンパク質）が２～４である。
【００６４】
　本発明の一つの実施態様によれば、例えば、本発明の筋肉合成促進剤では、筋肉合成促
進剤を含んでなる組成物を提供することができる。すなわち、本発明の筋肉合成促進剤で
は、そのまま単独で使用することもできるが、筋肉合成促進機能が発揮される限りにおい
て、食品や医薬品などの種々の経口摂取用（経口投与用）の組成物に対して、原料（素材
）や添加剤などとして含ませることもでき、筋肉合成促進効果を有する組成物を得ること
ができる。よって、本発明の一つの実施態様によれば、本発明の筋肉合成促進剤を含んで
なる組成物が提供される。
【００６５】
　本発明の一つの実施態様によれば、０．２～１．２重量％の大豆多糖類、０．１～０．
５重量％のＨＭペクチン、０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロース、カゼイ
ンタンパク質とホエイタンパク質とを含む乳タンパク質混合物を含む酸性液状組成物を有
効成分とする組成物であって、ホエイタンパク質に対するカゼインタンパク質のタンパク
質量比（カゼインタンパク質／ホエイタンパク質）が２～２０である筋肉合成促進用組成
物を提供することができる。本発明の組成物は、食品組成物または医薬組成物であってよ
い。
【００６６】
　食品組成物とは、医薬組成物以外のものであって、溶液、懸濁液、乳濁液、粉末、固体
成形物など、経口摂取可能な形態であればよく特に限定されない。具体的には、例えば、
即席麺、レトルト食品、缶詰、電子レンジ食品、即席スープ・みそ汁類、フリーズドライ
食品などの即席食品類；清涼飲料、果汁飲料、野菜飲料、豆乳飲料、コーヒー飲料、茶飲
料、粉末飲料、濃縮飲料、アルコール飲料などの飲料類；パン、パスタ、麺、ケーキミッ
クス、パン粉などの小麦粉製品；飴、キャラメル、チューイングガム、チョコレート、ク
ッキー、ビスケット、ケーキ、パイ、スナック、クラッカー、和菓子、デザート菓子など
の菓子類；ソース、トマト加工調味料、風味調味料、調理ミックス、たれ類、ドレッシン
グ類、つゆ類、カレー・シチューの素類などの調味料；加工油脂、バター、マーガリン、
マヨネーズなどの油脂類；乳飲料、ヨーグルト類、乳酸菌飲料、アイスクリーム類、クリ
ーム類などの乳製品；農産缶詰、ジャム・マーマレード類、シリアルなどの農産加工品；
冷凍食品などが挙げられる。好ましくは、食品は、乳製品であり、より好ましくは乳飲料
、乳酸菌飲料である。
【００６７】
　また食品には、健康食品、機能性食品、栄養補助食品、機能性表示食品、特定保健用食
品、病者用食品、乳幼児用調整粉乳、妊産婦もしくは授乳婦用粉乳、または疾病リスク低
減表示を付した食品のような分類のものも包含される。
【００６８】
　本発明の別の実施態様によれば、０．２～１．２重量％の大豆多糖類、０．１～０．５
重量％のＨＭペクチン、０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロース、カゼイン
タンパク質とホエイタンパク質とを含む乳タンパク質混合物を含む酸性液状組成物を有効
成分とする、ホエイタンパク質に対するカゼインタンパク質のタンパク質量比（カゼイン
タンパク質／ホエイタンパク質）が２～２０である、筋肉合成促進用食品が提供される。
本発明の筋肉合成促進用食品は、筋肉合成促進効果、またはそれに起因する効果が表示さ
れた食品を包含する。本発明の好ましい実施態様によれば、０．２～１．２重量％の大豆
多糖類、０．１～０．５重量％のＨＭペクチン、０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶
性セルロース、カゼインタンパク質とホエイタンパク質とを含む乳タンパク質混合物を含
む酸性液状組成物を有効成分とする筋肉合成促進用飲料（好ましくは乳製品、より好まし
くは乳飲料または乳酸菌飲料）であって、ホエイタンパク質に対するカゼインタンパク質
のタンパク質量比（カゼインタンパク質／ホエイタンパク質）が２～２０である筋肉合成
促進用乳製品が提供される。
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【００６９】
　医薬組成物とは、製剤化のために許容されうる添加剤を併用して、常法に従い、経口製
剤または非経口製剤として調製したものである。経口製剤の場合には、錠剤、散剤、細粒
剤、顆粒剤、カプセル剤、丸剤、徐放剤などの固形製剤、溶液、懸濁液、乳濁液などの液
状製剤の形態をとることができる。また、非経口製剤の場合には、注射剤や座剤の形態を
とることができる。簡易性の点からは、経口製剤であることが好ましい。製剤化のために
許容されうる添加剤としては、例えば、賦形剤、安定剤、防腐剤、湿潤剤、乳化剤、滑沢
剤、甘味料、着色料、香料、緩衝剤、酸化防止剤、ｐＨ調整剤などが挙げられる。本発明
の医薬組成物には、筋肉合成促進を必要とする疾患、具体的には、筋肉損傷疾患、例えば
、サルコペニアの処置用組成物、より具体的には予防用組成物および治療用組成物が含ま
れる。
【００７０】
　本発明のさらに別の実施態様によれば、０．２～１．２重量％の大豆多糖類、０．１～
０．５重量％のＨＭペクチン、０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロース、カ
ゼインタンパク質とホエイタンパク質とを含む乳タンパク質混合物を含む酸性液状組成物
を、筋肉合成促進を必要とする対象に、同時または逐次摂取させることを含んでなる、筋
肉合成促進方法であって、ホエイタンパク質に対するカゼインタンパク質のタンパク質量
比（カゼインタンパク質／ホエイタンパク質）が２～２０である筋肉合成促進方法が提供
される。本発明の筋肉合成促進方法は、ヒトに対する医療行為を除く方法が好ましい。こ
こで、「ヒトに対する医療行為」とは、医師等の処方を必要として、ヒトに対して医薬品
を摂取させる（投与する）行為などを意味する。本発明の筋肉合成促進方法は、本発明の
筋肉合成促進剤について、本願明細書に記載された内容に従って実施することができる。
【００７１】
　本発明の一つの好ましい実施態様によれば、本発明の筋肉合成促進方法において、酸性
液状組成物は、０．５～５重量％のトレハロースを含有することができる。また、本発明
の一つの好ましい態様によれば、本発明の筋肉合成促進方法において、酸性液状組成物の
ｐＨを３～６にすることができる。さらに、本発明の一つの好ましい態様によれば、本発
明の筋肉合成促進方法において、酸性液状組成物は、繊維状の不要性セルロースとして、
発酵セルロースを含むことができる。
【００７２】
　本発明の一つの好ましい実施態様によれば、本発明の筋肉合成促進方法において、前記
乳タンパク質混合物を総タンパク質量で一食あたり０．０６ｇ以上／ｋｇ体重となるよう
に摂取（投与）させることができ、具体的には、０．０６～０．７ｇ／ｋｇ体重であり、
好ましくは０．０６～０．６ｇ／ｋｇ体重、より好ましくは０．０６～０．５ｇ／ｋｇ体
重、さらに好ましくは０．０８～０．４ｇ／ｋｇ体重、特に好ましくは０．１～０．４ｇ
／ｋｇ体重となるように摂取させることができる。
【００７３】
　本発明の一つの好ましい実施態様によれば、本発明の筋肉合成促進方法において、前記
乳タンパク質混合物を総タンパク質量で一食あたり３ｇ以上となるように摂取させること
ができ、具体的には、３～４０ｇ、好ましくは３～２０ｇ、より好ましくは４～２０ｇ、
さらに好ましくは４～１５ｇ、特に好ましくは５～１５ｇとなるように摂取させることが
できる。
【００７４】
　本発明の一つの好ましい実施態様によれば、本発明の筋肉合成促進方法において、筋肉
合成促進を必要とする対象は、好ましくは即効的な筋肉合成促進を必要とする対象であり
、より好ましくは運動する対象、さらに好ましくは、筋肉トレーニングをする対象に摂取
させることができる。
【００７５】
　本発明の一つの実施態様によれば、本発明の筋肉合成促進方法において、前記酸性液状
組成物を、筋肉合成促進を必要とする対象に加温した液状形態で摂取させることができる
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。
【００７６】
　本発明の別の実施形態によれば、０．２～１．２重量％の大豆多糖類、０．１～０．５
重量％のＨＭペクチン、０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロース、カゼイン
タンパク質とホエイタンパク質とを含む乳タンパク質混合物を含む酸性液状組成物を、筋
肉合成促進を必要とする疾患対象に摂取させることを含んでなる、筋肉合成促進を必要と
する疾患の処置方法であって、ホエイタンパク質に対するカゼインタンパク質のタンパク
質量比（カゼインタンパク質／ホエイタンパク質）が２～２０である処置方法が提供され
る。本発明の筋肉合成促進を必要とする疾患の処置方法には、筋肉損傷疾患の処置方法、
例えばサルコペニアの処置方法が含まれる。処置方法には、予防方法および治療方法が含
まれる。本発明の処置方法は、本発明の筋肉合成促進方法について、本願明細書に記載さ
れた内容に従って実施することができる。
【００７７】
　本発明の一つの実施形態によれば、筋肉合成を促進するための、０．２～１．２重量％
の大豆多糖類、０．１～０．５重量％のＨＭペクチン、０．０１～０．１重量％の繊維状
の不溶性セルロース、およびカゼインタンパク質とホエイタンパク質とを含む乳タンパク
質混合物を含む酸性液状組成物を有効成分として含んでなる筋肉合成促進剤またはそれを
含んでなる組成物であって、ホエイタンパク質に対するカゼインタンパク質のタンパク質
量比（カゼインタンパク質／ホエイタンパク質）が２～２０である、筋肉合成促進剤また
はそれを含んでなる組成物の使用が提供される。本発明の一つの好ましい実施態様によれ
ば、本発明の使用は、非治療的使用とされる。本発明の筋肉合成促進剤またはそれを含ん
でなる組成物の使用は、本発明の筋肉合成促進剤および筋肉合成促進方法ついて本明細書
に記載された内容に従って実施することができる。
【００７８】
　本発明の一つの実施形態によれば、筋肉合成を促進するための食品または医薬品の製造
のための、０．２～１．２重量％の大豆多糖類、０．１～０．５重量％のＨＭペクチン、
０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロース、およびカゼインタンパク質とホエ
イタンパク質とを含む乳タンパク質混合物を含む酸性液状組成物を有効成分として含んで
なる筋肉合成促進剤またはそれを含んでなる組成物であって、ホエイタンパク質に対する
カゼインタンパク質のタンパク質量比（カゼインタンパク質／ホエイタンパク質）が２～
２０である筋肉合成促進剤またはそれを含んでなる組成物の使用が提供される。本発明の
筋肉合成促進剤または組成物の使用は、本発明の筋肉合成促進剤および筋肉合成促進方法
について本明細書に記載された内容に従って実施することができる。
【００７９】
　本発明の一つの好ましい実施態様によれば、本発明の使用において、酸性液状組成物は
、０．５～５重量％のトレハロースを含有することができる。また、本発明の一つの好ま
しい態様によれば、本発明の使用において、酸性液状組成物のｐＨを３～６にすることが
できる。さらに、本発明の一つの好ましい態様によれば、本発明の使用において、酸性液
状組成物は、繊維状の不要性セルロースとして、発酵セルロースを含むことができる。
【００８０】
　本発明の一つの好ましい実施態様によれば、本発明の使用において、前記乳タンパク質
混合物を総タンパク質量で一食あたり０．０６ｇ以上／ｋｇ体重となるように摂取（投与
）させることができ、具体的には、０．０６～０．７ｇ／ｋｇ体重であり、好ましくは０
．０６～０．６ｇ／ｋｇ体重、より好ましくは０．０６～０．５ｇ／ｋｇ体重、さらに好
ましくは０．０８～０．４ｇ／ｋｇ体重、特に好ましくは０．１～０．４ｇ／ｋｇ体重と
なるように摂取させることができる。
【００８１】
　本発明の一つの好ましい実施態様によれば、本発明の使用において、前記乳タンパク質
混合物を総タンパク質量で一食あたり３ｇ以上となるように摂取させることができ、具体
的には、３～４０ｇ、好ましくは３～２０ｇ、より好ましくは４～２０ｇ、さらに好まし
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くは４～１５ｇ、特に好ましくは５～１５ｇとなるように摂取させることができる。
【００８２】
　本発明の一つの好ましい実施態様によれば、本発明の使用において、対象は、運動する
対象、好ましくは、筋肉トレーニングをする対象である。
【００８３】
　本発明の一つの実施態様によれば、０．２～１．２重量％の大豆多糖類、０．１～０．
５重量％のＨＭペクチン、０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロース、および
カゼインタンパク質とホエイタンパク質とを含む乳タンパク質混合物を含む酸性液状組成
物であって、ホエイタンパク質に対するカゼインタンパク質のタンパク質量比（カゼイン
タンパク質／ホエイタンパク質）が２～２０である、筋肉合成を促進するための、酸性液
状組成物が提供される。本発明の筋肉合成を促進するための、酸性液状組成物は、本発明
の筋肉合成促進剤について本明細書に記載された内容に従って設計することができる。
【００８４】
　ところで、本発明の筋肉合成促進剤は、例えば、０．２～１．２重量％の大豆多糖類、
０．１～０．５重量％のＨＭペクチン、０．０１～０．１重量％の繊維状の不溶性セルロ
ースが含まれておらず、かつ酸性化されていない、カゼインタンパク質とホエイタンパク
質とを含む乳タンパク質混合物を有効成分として含んでなる筋肉合成促進剤であって、ホ
エイタンパク質に対するカゼインタンパク質のタンパク質量比（カゼインタンパク質／ホ
エイタンパク質）が４である、非特許文献１の知見に基づく筋肉合成促進剤（以下、「乳
タンパク質混合物のみからなる中性液状組成物を有効成分として含む筋肉合成促進剤」）
と比較して、筋肉合成促進効果がより高まる。例えば、後述する動物実験による実施例（
試験例１）において、同一量の乳タンパク質を摂取（投与）した場合、本発明の筋肉合成
促進剤は、乳タンパク質混合物のみからなる中性液状組成物を有効成分として含む筋肉合
成促進剤と比較して、高い効果を有することが示された。また、後述する動物実験による
実施例（試験例２）において、本発明の筋肉合成促進剤を０．８５ｇ乳タンパク質／ｋｇ
体重と低用量で摂取（投与）した場合と、乳タンパク質混合物のみからなる中性液状組成
物を有効成分として含む筋肉合成促進剤を１．８ｇ乳タンパク質／ｋｇ体重と高用量で摂
取（投与）した場合とでは、その筋肉合成促進剤としての効果は同等の程度であった。
【００８５】
　すなわち、本発明の筋肉合成促進剤は、乳タンパク質混合物のみからなる中性液状組成
物を有効成分とする筋肉合成促進剤と比較して、一定量の乳タンパク質を摂取（投与）す
れば、強い筋肉合成促進効果が期待できる。また、本発明の筋肉合成促進剤は、乳タンパ
ク質混合物のみからなる中性液状組成物を有効成分とする筋肉合成促進剤と同等の効果を
得るために、摂取すべき乳タンパク質混合物の量を低減することができ、より摂取（投与
）しやすくなる。さらに、本発明の筋肉合成促進剤は、適度な酸味による爽やかさがあり
、乳タンパク質混合物のみからなる中性液状組成物を有効成分とする筋肉合成促進剤と比
較して、同じ濃度の乳タンパク質混合物を含有している場合においても、より摂取（投与
）しやすくなる。
【実施例】
【００８６】
　以下では、実施例を挙げて、本発明をさらに詳細に説明するが、本発明は、これにより
限定されない。
【００８７】
［実施例１］
　乳タンパク質濃縮物（乳タンパク質８０重量％、乳糖６．５重量％）４．２５ｋｇを４
０．７５ｋｇの水に加熱溶解し、溶液Ａとした。大豆多糖類（ＳＭ－９００、三栄源エフ
エフアイ社製）０．４５ｋｇ、ＨＭペクチン（ＡＹＤ５１１０ＳＢ、ユニテックフーズ社
製）０．２ｋｇ、発酵セルロース（サンアーティストＰＧ、三栄源エフエフアイ社製）０
．０５ｋｇ、トレハロース１ｋｇ、砂糖３．３ｋｇスクラロース０．００６３ｋｇを３９
．９９ｋｇの水に加温溶解し、溶液Ｂとした。クエン酸０．６４ｋｇを９．３６ｋｇの水
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に溶解し、溶液Ｃとした。溶液Ａと溶液Ｂを混合後、この混合液を撹拌しながら溶液Ｃを
１０回に分けて５分間かけて添加し、殺菌前のベースミックスとした。このベースミック
スをプレート殺菌機で１５ＭＰａの均質化処理（７０～８０℃）をしてから、１３０℃２
秒間の殺菌をした後に、１０℃以下に冷却したものを実施例１の筋肉合成促進剤（乳タン
パク質３．４重量％、大豆多糖類０．４５重量％、ＨＭペクチン０．２重量％、発酵セル
ロース０．０５重量％、トレハロース１重量％）とした。実施例１の筋肉合成促進剤のｐ
Ｈ４．１、粘度は１０ｍＰａ・ｓ（１０℃）であった。「飲み口」、「沈殿」、「再分散
性」ともに良好であった。以下、試験例１、２において、実施例１を「筋肉合成促進剤」
と称する。なお、ここで使用した乳タンパク質濃縮物は、脱脂乳を膜分離処理（ＵＦ処理
、ＭＦ処理など）して、乳糖や灰分を除去し、カゼインタンパク質とホエイタンパク質と
を主体として濃縮した、カゼインタンパク質とホエイタンパク質との混合物であり、その
形態は、乾燥粉末である。そして、乳タンパク質濃縮物のタンパク質量比は、生乳（牛乳
）と同様に、カゼインタンパク質：ホエイタンパク質＝約８：２である（山内邦男および
横山健吉編、ミルク総合辞典参照）。
【００８８】
［試験例１］
　以下の通り、実施例１の筋肉合成促進剤による筋肉合成促進効果を検証した。
【００８９】
（１）ラットの水泳試験
　実験動物には、初期体重が１３０～１７０ｇのＳＤ系雄性ラット（日本クレア株式会社
より入手した）を用いた。全てのラットは、明期７時～１９時、暗期１９時～７時として
、室温の２２±２℃の条件下にて、ステンレス製ケージ内で個体別に飼育された。
【００９０】
　固形飼料（オリエンタル酵母工業株式会社製）を用いて、ラットを３～５日間予備飼育
した後、水泳運動に馴化させるために、ラットを３０分間の水泳運動（水温３４℃）に供
した。馴化水泳運動実施日の翌日から翌々日にかけて１６時間絶食させた後、ラットを試
験群ごとで体重差が生じないように９つに分けた（各試験群６～８尾ずつ）。その後、ラ
ットを２時間の水泳運動に供した。水泳運動終了直後に、筋肉合成促進剤または乳タンパ
ク質３．４重量％の脱脂粉乳溶液を２４．２４ｍＬ／ｋｇ体重でラットに経口摂取させた
。経口摂取から１５分後、または４５分後、または７５分後、または１０５分後に、重水
素ラベルフェニルアラニン溶液（重水素ラベルフェニルアラニン２２５ｍｇを生理食塩水
１０ｍＬに溶解して調製した）を２．０ｍＬ／ｋｇ体重でラットに尾静脈投与した。尾静
脈投与から１５分後に（すなわち経口摂取から３０分後、または６０分後、または９０分
後、または１２０分後に）、イソフルラン麻酔下でラットを解剖した。腹部大静脈より全
採血した後に、上肢三頭筋を摘出し、生理食塩水で洗浄後、直ちに液体窒素で凍結した。
尾静脈投与の時刻および上肢三頭筋の凍結保存の時刻は正確に記録した。上肢三頭筋は分
析時まで－８０℃に保存した。
【００９１】
（２）骨格筋合成速度（ＦＳＲ）の測定
　先行文献（A. Kanda et al., Br J Nutr, Sep. 28, 981-987, 2013）の記載に基づいて
、摘出、保存した上肢三頭筋についての骨格筋合成速度（ＦＳＲ）を測定した。具体的に
は、骨格筋細胞のタンパク質に同化して存在する、あるいは骨格筋細胞中に遊離状態で存
在する、フェニルアラニン（Ｐｈｅ）および重水素ラベルフェニルアラニン（Ｐｈｅ（Ｒ
ｉｎｇ－Ｄ５））量を、ＬＣ／ＭＳ／ＭＳ（Ｗａｔｅｒｓ社製）を用いてそれぞれ定量し
た。この測定条件は以下の通りである。すなわち、装置：ＬＣ／ＭＳ／ＭＳ（Ｗａｔｅｒ
ｓ社製）、カラム：ＡＣＱＵＩＴＹ　ＵＰＬＣ　ＢＥＨ　Ｃ１８（Ｗａｔｅｒｓ社製）、
移動相：０．０５％ＴＦＡ水／０．０５％ＴＦＡ含有アセトニトリル、注入量　３μＬ、
流速　０．３ｍＬ／ｍｉｎ、ＵＶ　２１５ｎｍである。
【００９２】
　ここで、以下の式により、骨格筋合成速度（ＦＳＲ）を算出した。
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　ＦＳＲ（％／ｄａｙ）＝（Ｅｂ×１００）／（Ｅａ×ｔ）
　　　Ｅａ：エンリッチメント（骨格筋細胞中に遊離状態で存在）
　　　Ｅｂ：エンリッチメント（骨格筋細胞のタンパク質に同化して存在）
　　　ｔ：尾静脈投与から、上肢三頭筋を凍結保存するまでの時間（単位：日）
　　　エンリッチメント＝Ｐｈｅ（Ｒｉｎｇ－Ｄ５）／（Ｐｈｅ＋Ｐｈｅ（Ｒｉｎｇ－Ｄ
５））
【００９３】
　得られた数値から各試験群の平均値±標準誤差を求めた。統計処理は各タイムポイント
（経口摂取後３０分または６０分または９０分または１２０分）において、筋肉合成促進
剤群と脱脂粉乳溶液群との間でＳｔｕｄｅｎｔのｔ検定を行った。有意水準は５％未満と
した（ｐ＜０．０５）。この結果を図１に示す。
【００９４】
　筋肉合成促進剤の摂取によって、摂取３０分後におけるラットの骨格筋合成速度が、脱
脂粉乳溶液と比較して、有意に高値を示した（ｐ＜０．０５、図１）。また、筋肉合成促
進剤の摂取によって、摂取６０分、９０分、１２０分後においても脱脂粉乳溶液と比較し
て骨格筋合成速度の値が高まる傾向が見られた（ｐ＜０．１０、図１）。これらの結果よ
り、筋肉合成促進剤は、脱脂粉乳溶液より高い骨格筋合成促進効果を有することが示され
た。
【００９５】
［試験例２］
　以下の通り、実施例１の筋肉合成促進剤による筋肉合成促進効果を検証した。
【００９６】
（１）ラットの水泳試験
　実験動物には、初期体重が１３０～１７０ｇのＳＤ系雄性ラット（日本クレア株式会社
より入手した）を用いた。全てのラットは、明期７時～１９時、暗期１９時～７時として
、室温の２２±２℃の条件下にて、ステンレス製ケージ内で個体別に飼育された。
【００９７】
　固形飼料（オリエンタル酵母工業株式会社製）を用いて、ラットを３～５日間予備飼育
した後、水泳運動に馴化させるために、ラットを３０分間の水泳運動（水温３４℃）に供
した。馴化水泳運動実施日の翌日から翌々日にかけて１６時間絶食させた後、ラットを試
験群ごとで体重差が生じないように９つに分けた（各試験群６～８尾ずつ）。その後、ラ
ットを２時間の水泳運動に供した。水泳運動終了直後に、筋肉合成促進剤または乳タンパ
ク質６．８重量％の脱脂粉乳溶液（高用量脱脂粉乳溶液）を２４．２４ｍＬ／ｋｇ体重で
ラットに経口摂取させた。経口摂取から１５分後、または４５分後、または７５分後、ま
たは１０５分後に、重水素ラベルフェニルアラニン溶液（重水素ラベルフェニルアラニン
２２５ｍｇを生理食塩水１０ｍＬに溶解して調製した）を２．０ｍＬ／ｋｇ体重でラット
に尾静脈投与した。尾静脈投与から１５分後に（すなわち経口摂取から３０分後、または
６０分後、または９０分後、または１２０分後に）、イソフルラン麻酔下でラットを解剖
した。腹部大静脈より全採血した後に、上肢三頭筋を摘出し、生理食塩水で洗浄後、直ち
に液体窒素で凍結した。尾静脈投与の時刻および上肢三頭筋の凍結保存の時刻は正確に記
録した。上肢三頭筋は分析時まで－８０℃に保存した。
【００９８】
（２）骨格筋合成速度（ＦＳＲ）の測定
　先行文献（A. Kanda et al., Br J Nutr, Sep. 28, 981-987, 2013）の記載に基づいて
、摘出、保存した上肢三頭筋についての骨格筋合成速度（ＦＳＲ）を測定した。具体的に
は、骨格筋細胞のタンパク質に同化して存在する、あるいは骨格筋細胞中に遊離状態で存
在する、フェニルアラニン（Ｐｈｅ）および重水素ラベルフェニルアラニン（Ｐｈｅ（Ｒ
ｉｎｇ－Ｄ５））量を、ＬＣ／ＭＳ／ＭＳ（Ｗａｔｅｒｓ社製）を用いてそれぞれ定量し
た。この測定条件は以下の通りである。すなわち、装置：ＬＣ／ＭＳ／ＭＳ（Ｗａｔｅｒ
ｓ社製）、カラム：ＡＣＱＵＩＴＹ　ＵＰＬＣ　ＢＥＨ　Ｃ１８（Ｗａｔｅｒｓ社製）、
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移動相：０．０５％ＴＦＡ水／０．０５％ＴＦＡ含有アセトニトリル、注入量　３μＬ、
流速　０．３ｍＬ／ｍｉｎ、ＵＶ　２１５ｎｍである。
【００９９】
　ここで、以下の式により、骨格筋合成速度（ＦＳＲ）を算出した。
　ＦＳＲ（％／ｄａｙ）＝（Ｅｂ×１００）／（Ｅａ×ｔ）
　　　Ｅａ：エンリッチメント（骨格筋細胞中に遊離状態で存在）
　　　Ｅｂ：エンリッチメント（骨格筋細胞のタンパク質に同化して存在）
　　　ｔ：尾静脈投与から、上肢三頭筋を凍結保存するまでの時間（単位：日）
　　　エンリッチメント＝Ｐｈｅ（Ｒｉｎｇ－Ｄ５）／（Ｐｈｅ＋Ｐｈｅ（Ｒｉｎｇ－Ｄ
５））
【０１００】
　得られた数値から各試験群の平均値±標準誤差を求めた。統計処理は各タイムポイント
（経口摂取後３０分または６０分または９０分または１２０分）において、筋肉合成促進
剤群と脱脂粉乳溶液群との間でＳｔｕｄｅｎｔのｔ検定を行った。有意水準は５％未満と
した（ｐ＜０．０５）。この結果を図２に示す。
【０１０１】
　筋肉合成促進剤は、高用量脱脂粉乳溶液と同等の骨格筋合成促進効果を示した。活性本
体である乳タンパク質の摂取量は、筋肉合成促進剤群が０．８５ｇ／ｋｇ体重、高用量脱
脂粉乳溶液群が１．８ｇ／ｋｇ体重であり、筋肉合成促進剤は、脱脂粉乳溶液よりも少な
い乳タンパク質摂取量で骨格筋合成を促進することが示された。
【０１０２】
［試験例３］
　人工胃液（ペプシン０．６％含有、ｐＨ１．２）と筋肉合成促進剤とを、重量比で（人
工胃液）：（筋肉合成促進剤）＝１：１．６となるように混合し、３７℃１０分間保持し
た。この時に、人工胃液と混合した筋肉合成促進剤では、筋肉合成促進剤に由来する乳タ
ンパク質が凝集しなかった。対照として、同様の試験を、試験例１で使用した乳タンパク
質３．４重量％の脱脂粉乳溶液、試験例２で使用した乳タンパク質６．８重量％の脱脂粉
乳溶液（高用量脱脂粉乳溶液）を使用した試験も行った。人工胃液（ペプシン０．６％含
有、ｐＨ１．２）と脱脂粉乳溶液とを、重量比で（人工胃液）：（脱脂粉乳溶液）＝１：
１．６となるように混合し、３７℃１０分間保持した。この時に、人工胃液と混合した脱
脂粉乳溶液では、どちらも脱脂粉乳溶液に由来する乳タンパク質が凝集した。
【０１０３】
　試験例１～３より、本発明の筋肉合成促進剤は、脱脂粉乳溶液と比較して、摂取（投与
）された後に、胃内において、乳タンパク質が凝集（カード化）されないため、その後の
腸管での乳タンパク質の吸収性が高まり、筋肉合成促進効果が高めるものと推察された。
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